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東
の
磯
の
離
れ
岩
、

　
　
　
そ
の
褐
色
の
岩
の
背
に
、

　
　
　
今
日
も
と
ま
つ
た
ケ
エ
ツ
ブ
ロ
ウ
よ
、

　
　
　
何
故
に
お
前
は
そ
の
や
う
に

　
　
　
か
な
し
い
声
し
て
お
泣
き
や
る
。

　
　
　

　
　
　
お
前
の
つ
れ
は
何
処
へ
去
た

　
　
　
お
前
の
寝
床
は
ど
こ
に
あ
る
　
　

　
　
　
も
う
日
が
暮
れ
る
よ
　
　
御
覧
、

　
　
　
あ
の
　
　
あ
の
沖
の
う
す
も
や
を
、
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何
時
ま
で
お
前
は
其
処
に
ゐ
る
。

　
　
　
岩
と
岩
と
の
間
の
瀬
戸
の
、

　
　
　
あ
の
渦
を
ま
く
恐
ろ
し
い
、

　
　
　
そ
の
海
の
面
を
ケ
エ
ツ
ブ
ロ
ウ
よ
、

　
　
　
い
つ
ま
で
お
前
は
な
が
め
て
る

　
　
　
あ
れ
　
　
あ
の
た
よ
り
な
げ
な
泣
き
声
　
　

　
　
　
海
の
声
ま
で
あ
の
や
う
に

　
　
　
は
や
く
か
へ
れ
と
し
か
つ
て
ゐ
る
に

　
　
　
何
時
ま
で
其
処
に
ゐ
や
る
気
か

　
　
　
何
が
か
な
し
い
ケ
エ
ツ
ブ
ロ
ウ
よ
、

　
　
　
も
う
日
が
暮
れ
る
　
　
あ
れ
波
が
　
　

4東の渚



　
　
　

　
　
　
私
の
可
愛
い
ゝ
ケ
エ
ツ
ブ
ロ
ウ
よ
、

　
　
　
お
前
が
去
ら
ぬ
で
私
も
ゆ
か
ぬ

　
　
　
お
前
の
心
は
私
の
心

　
　
　
私
も
矢
張
り
泣
い
て
ゐ
る
、

　
　
　
お
前
と
一
し
よ
に
此
処
に
ゐ
る
。

　
　
　

　
　
　
ね
え
ケ
エ
ツ
ブ
ロ
ウ
や
い
つ
そ
の
事
に

　
　
　
死
ん
で
お
し
ま
ひ
！
そ
の
岩
の
上
で
　
　

　
　
　
お
前
が
死
ね
ば
私
も
死
ぬ
よ

　
　
　
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
ケ
エ
ツ
ブ
ロ
ウ
よ
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か
な
し
お
前
と
あ
の
渦
巻
へ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
の
磯
の
渚
に
て
、
一
〇
、
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
＊
ケ
エ
ツ
ブ
ロ
ウ
＝
海
鳥
の
名
。
（
方
言
な
ら
ん
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
﹇
『
青
鞜
』
第
二
巻
第
一
一
号
・
一
九
一
二
年
一
一
月
号
﹈
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
定
本
　
伊
藤
野
枝
全
集
　
第
一
巻
　
創
作
」
學
藝
書
林

　
　
　2000
（
平
成12

）
年3

月15

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
青
鞜
　
第
二
巻
第
一
一
号
」

　
　
　1912

（
大
正
元
）
年11

月1

日

初
出
：
「
青
鞜
　
第
二
巻
第
一
一
号
」

　
　
　1912

（
大
正
元
）
年11
月1
日

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：Juki

2013

年5

月7

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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